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敬老祝金等支給事業の検証と今後の方向性（追記事項）（案) 

 

令和７年度第１回高齢者福祉審議会での審議を受けての追記事項等 

 

５ 他市の状況 

  令和 5 年度のダイアプランを構成する 5 市：所沢市、飯能市、狭山市、日高市及び入間

市の「敬老祝金等支給事業」の状況は下表のとおり。 

自治体名 事業概要 R5(2023)年度決算額 

所沢市 ・77歳の方 4,215人及び 88歳の方 1,909

人に狭山茶（1,500円税込）を贈呈。 

・100 歳の方 68 人にひざ掛け（2,682 円

税込）を贈呈。 

※令和 6 年度よりひざ掛けからメダル

（2,475円税込）に変更された。 

13,057,259円(祝品代＋配送料) 

対象者 1人当たりの品代 1,513円 

1人当たりの郵送代 600円 

R5.9.30現在人口343,726人 

6,192人(対人口 1.800%) 

飯能市 ・100 歳の方 31 人に国からの祝い状用の

額縁を贈呈。 

・男女最高齢者にカタログギフトを贈呈。 

1,039,800円 

対象者 1人当たりの額 31,509円 

R5.9.1現在人口 78,428人 

31+2=33人(対人口 0.042%) 

狭山市 ・実施していない。 ― 

日高市 ・88 歳の方 283 人にカタログギフトを贈

呈。 

・100 歳の方 14 人に商品券（2 万円分）

を贈呈。 

※令和 6 年度より商品券 1 万円分＋額

縁（1,842円税込）を贈呈に変更された。 

1,548,262円 

 

対象者 1人当たりの額 5,213円 

R5.9.1現在人口 54,459人 

283+14=297人(対人口 0.545%) 

 

入間市 ・77 歳の方 1,942 人に 1,000 円相当の祝

品（狭山茶）を贈呈。 

・88歳の方 822人に 5,000円を贈呈。 

・99歳の方 52人に 10,000円を贈呈。 

※100 歳に達する方 57 人には市長から

の祝状及び国からの祝状用の額を贈

呈。 

6,886,035円 

※100歳の方を含む 

対象者 1人当たりの額 2,396円 

R5.9.1現在人口 145,081人 

1,942+822+52+57=2,873人 

(対人口 1.980%) 
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７ 敬老祝金等支給事業の見直し（案） 

当初案 

①  77歳の方への祝品・祝状は、平均寿命を踏まえ廃止とする。99歳の方へのお祝いは、         

 国からのお祝いに合わせ 100歳の方へのお祝いに変更する。 

 →見直し後の支給対象は、88歳及び 100歳の方 

②  祝金（現在は、99歳が 10,000円、88歳が 5,000円）を、祝品（100歳、88歳ともに 3,000   

 円相当）と祝状に変更する。 

③  ①及び②について、令和 9年度から適用する。 

 

審議会意見案 

 第１回審議会での意見を参考に案２として 88歳の方も含め廃止の案を追記 

① 100歳の方へのお祝いを主とする変更。77歳の方への祝品・祝状は、平均寿命を踏まえ廃

止とする。88 歳の方への祝金・祝状は廃止とする。99 歳の方へのお祝いは、国からのお

祝いに合わせ 100歳の方へのお祝いに変更する。 

 →見直し後の支給対象は、100歳の方のみ 

② 祝金（現在は、99歳が 10,000円、88歳が 5,000円）を、祝品（100歳 5,000 円相当）と

「額」、祝状に変更する。 

③ ①及び②について、令和 9年度から適用する。 

 

 


